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今
回
は
、
西
条
市
が
庁
内
に
設
置
し
た
西
条
市
自
治
政

策
研
究
所
と
筆
者
（
牧
瀬
）
の
共
著
で
進
め
る
（
本
稿
の

責
任
は
牧
瀬
に
あ
る
）。
公
民
連
携
の
事
例
と
し
て
、
西

条
市
（
愛
媛
県
）
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

1
．西
条
市
の
概
要

　
西
条
市
は
、
愛
媛
県
東
部
の
道
前
平
野
に
位
置
す
る
人

口
11
万
人
の
地
方
都
市
で
あ
る
。
市
南
部
に
は
西
日
本
最

高
峰
の
石
鎚
山
（
標
高
1
9
8
2
㍍
）
が
そ
び
え
立
ち
、

石
鎚
山
系
か
ら
の
伏
流
水
は
、
全
国
的
に
も
稀ま

れ

な
被
圧
地

下
水
の
自
噴
地
帯
を
形
成
し
て
い
る
。

　
市
内
約
3
0
0
0
カ
所
か
ら
良
質
な
地
下
水
が
自
噴
す

る
「
う
ち
ぬ
き
」
と
い
う
現
象
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
市
民

の
約
半
数
が
水
道
施
設
を
使
わ
ず
地
下
水
で
生
活
し
て
い

る
。
同
市
は
、
1
9
8
5
年
に
旧
環
境
庁
か
ら
名
水
百
選

に
選
出
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
1
9
9
5
年
と
1
9
9
6
年

に
岐
阜
県
で
開
催
さ
れ
た
全
国
利
き
水
大
会
で
は
2
年
連

続
で
日
本
一
に
輝
く
な
ど
、
全
国
的
に
も
「
水
の
都
」
と

し
て
の
評
価
を
得
て
い
る
。

　
ま
た
、
西
条
市
は
1
9
6
2
年
に
制
定
さ
れ
た
新
産
業

都
市
建
設
促
進
法
に
基
づ
く
「
東
予
新
産
業
都
市
」
の
開

発
拠
点
に
選
定
さ
れ
た
こ
と
を
機
に
、
四
国
屈
指
の
産
業

都
市
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。
一
方
で
、
西
条
市
は
農
業

分
野
に
お
い
て
も
四
国
最
大
の
経
営
耕
地
面
積
を
有
す
る

農
業
都
市
で
あ
り
、
日
本
一
の
生
産
量
を
誇
る
「
は
だ
か

麦
」「
愛
宕
柿
」「
春
の
七
草
」
な
ど
、
多
種
多
様
な
農
作

物
の
一
大
産
地
と
な
っ
て
い
る
。

2
．西
条
市
で
公
民
連
携
を
推
進
す
る
背
景

　
西
条
市
で
は
、
四
国
屈
指
の
産
業
都
市
と
し
て
の
都
市

環
境
が
、
民
間
企
業
と
行
政
が
分
け
隔
て
な
く
連
携
し
て

新
し
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
創
出
し
よ
う
と
す
る
公
民
連
携

の
風
土
を
育
ん
だ
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
1
9
9
9
年
に
は
第
三
セ
ク
タ
ー
の
産
業
支
援
機
関
で

あ
る
西
条
産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー（
通
称「
S
I
C
S
」）

を
設
立
し
、
全
国
の
自
治
体
の
動
き
に
先
駆
け
て
、
当
時

の
主
流
で
あ
っ
た
企
業
誘
致
政
策
か
ら
内
発
型
産
業
政
策

へ
の
転
換
を
図
っ
た
。
当
時
は
、
全
国
的
に
大
手
企
業
の

撤
退
に
よ
る
産
業
の
空
洞
化
が
懸
念
さ
れ
た
時
代
で
あ
っ

た
。
西
条
市
は
か
つ
て
企
業
誘
致
に
成
功
し
て
い
る
が
、

時
代
の
流
れ
を
受
け
て
、
中
長
期
的
な
視
点
か
ら
の
不
安

定
要
素
が
多
い
企
業
誘
致
中
心
の
産
業
政
策
に
限
界
を
感

じ
た
こ
と
が
政
策
の
転
換
要
因
と
な
っ
た
。

　
そ
の
よ
う
な
背
景
も
あ
り
、
西
条
市
で
は
民
間
企
業
と

連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
住
民
福
祉
の
増
進
を
目
指
そ
う
と

す
る
公
民
連
携
に
対
す
る
抵
抗
感
は
、
以
前
か
ら
あ
ま
り

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
近
年
で
は
民
間
企
業
と

の
連
携
に
よ
っ
て
、
限
ら
れ
た
資
源
の
中
か
ら
持
続
可
能

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
創
出
し
よ
う
と
す
る
考
え
が
全
国
的

に
広
ま
り
、
産
業
分
野
の
み
な
ら
ず
、
幅
広
い
分
野
で
民

間
企
業
と
連
携
し
よ
う
と
す
る
流
れ
が
加
速
し
て
い
る
。

　
西
条
市
の
公
民
連
携
は
、
産
業
分
野
を
中
心
に
民
間
企

業
と
の
協
働
を
推
進
し
て
き
た
第
1
期
か
ら
、
現
在
は
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
目
的
に
、
多
分
野
に
わ
た
っ

て
協
働
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
第
2
期
に
移
行
し
た
段
階

と
し
て
整
理
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

3
．公
民
連
携
の
具
体
的
事
例

学
校
教
育
現
場
の
I
C
T
化
の
推
進

　
近
年
、
西
条
市
に
お
い
て
も
人
口
減
少
が
急
速
に
進
展

牧
瀬
　
稔

関
東
学
院
大
学
法
学
部
准
教
授

社
会
情
報
大
学
院
大
学
特
任
教
授

西
条
市
自
治
政
策
研
究
所

西
条
市
の
民
間
と
連
携
し
た
魅
力
あ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
仕
組
み

新
し
い
価
値
を
創
出
す
る
西
条
市
の
公
民
連
携
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

木
曜
連
載

公
民
連
携
の
可
能
性
⑨
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し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
2
0
1
6
年
11
月
に
就
任

し
た
玉
井
敏
久
市
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
特
に
若

い
世
代
の
方
に
「
西
条
に
住
み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
」

と
実
感
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
ワ
ク
ワ
ク
度

日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
た
施
策
を
推
進
し
て
い

る
。
そ
れ
ら
の
中
で
も
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
、
情

報
通
信
技
術
（
I
C
T
）
の
導
入
を
積
極
的
に
推
進
し
て

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
図
る
「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

西
条
」
の
取
り
組
み
で
あ
る
。

　
西
条
市
で
は
学
校
教
育
現
場
の
I
C
T
化
が
進
ん
で
お

り
、
全
国
的
に
も
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
2
0
1
8
年

1
月
に
は
、
全
国
I
C
T
教
育
首
長
協
議
会
に
お
い
て
、

加
盟
自
治
体
の
中
で
最
も
優
れ
た
取
り
組
み
を
し
て
い
る

自
治
体
に
与
え
ら
れ
る
「
2
0
1
8
日
本
I
C
T
教
育
ア

ワ
ー
ド
」
を
受
賞
し
て
い
る
。
ま
た
、
全
国
的
な
課
題
と

し
て
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
学
校
教
職
員
の
働
き
方
改
革

に
つ
い
て
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
2
0
1
9
年

2
月
に
は
、
優
れ
た
テ
レ
ワ
ー
ク
制
度
を
導
入
す
る
企
業

や
団
体
を
表
彰
す
る
「
第
19
回
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
賞
表
彰

式
」
に
お
い
て
最
高
賞
で
あ
る
「
会
長
賞
」
を
受
賞
し
た
。

テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
賞
で
教
育
分
野
の
取
り
組
み
が
表
彰
さ

れ
る
の
は
、
過
去
に
例
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
西
条
市
が
こ
れ
ら
の
成
果
を
創
出
し
て
き
た
背
景
に
は
、

常
に
志
を
共
に
す
る
民
間
企
業
の
存
在
が
あ
っ
た
。
特
に
、

大
手
事
務
機
器
・
光
学
機
器
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
株
式
会
社

リ
コ
ー
は
、
愛
媛
県
内
で
初
め
て
総
務
省
「
地
域
お
こ
し

企
業
人
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
制
度
を
活
用
し
、
2
0
1
8

年
4
月
か
ら
3
年
間
の
長
期
に
わ
た
り
、
現
役
社
員
を
西

条
市
教
育
委
員
会
へ
出
向
さ
せ
て
い
る
。

　
現
在
、
出
向
者
は
企
画
立
案
業
務
、
I
C
T
機
器
類
の

契
約
更
新
・
保
守
に
関
す
る
学
校
や
事
業
者
と
の
調
整
業

務
な
ど
、
行
政
職
員
だ
け
で
は
ノ
ウ
ハ
ウ
が
乏
し
い
専
門

分
野
で
幅
広
く
業
務
に
従
事
し
て
い
る
。

　
リ
コ
ー
と
の
公
民
連
携
を
象
徴
す
る
取
り
組
み
が
、
離

れ
た
学
校
間
を
つ
な
い
だ
遠
隔
合
同
授
業
を
実
現
す
る

「
バ
ー
チ
ャ
ル
ク
ラ
ス
ル
ー
ム
」
で
あ
る
。
西
条
市
内
に

は
25
校
の
小
学
校
が
存
在
す
る
が
、
1
学
年
1
ク
ラ
ス
し

か
編
成
で
き
な
い
小
規
模
な
小
学
校
が
約
半
数
を
占
め
て

い
る
。
現
在
、
小
学
校
が
無
く
な
る
と
地
域
の
衰
退
に
繋つ

な

が
る
と
い
う
観
点
か
ら
小
学
校
の
統
廃
合
を
見
合
わ
せ
て

い
る
。
中
に
は
1
学
年
の
児
童
数
が
10
人
を
割
り
込
み
、

存
続
の
危
機
に
直
面
す
る
小
学
校
も
複
数
存
在
す
る
。

　
そ
の
よ
う
な
小
規
模
校
で
は
、
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も

た
ち
に
教
職
員
の
指
導
が
行
き
渡
り
や
す
い
な
ど
の
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
半
面
、
限
ら
れ
た
学
校
環
境
だ
け
で
は
、
子

ど
も
た
ち
が
将
来
的
に
社
会
で
活
躍
す
る
た
め
に
必
要
と

さ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
協
働
力
、
問
題
解
決

力
、
批
判
的
思
考
力
な
ど
の
21
世
紀
型
ス
キ
ル
を
身
に
付

け
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
で
、
小
規
模
校
の
デ
メ
リ
ッ

ト
を
解
消
し
て
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
促
す
方
法
と
し
て

注
目
し
た
の
が
、
小
規
模
校
同
士
の
教
室
に
大
型
ス
ク
リ

ー
ン
と
W
E
B
会
議
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
、
互
い
が
学
び

合
う
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
学
習
環
境
を
創
出
す
る
「
バ
ー
チ
ャ

ル
ク
ラ
ス
」
の
実
現
で
あ
る
（
写
真
1
）。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
現
在
、
教
育
分
野
に
お
け
る

「
西
条
市
モ
デ
ル
」
と
し
て
全
国
的
に
注
目
を
浴
び
て
い

る
。
機
器
設
置
な

ど
の
ハ
ー
ド
面
の

整
備
に
係
る
課
題

か
ら
、
教
職
員
に

対
す
る
授
業
実
施

支
援
な
ど
の
ソ
フ

ト
面
に
係
る
課
題

ま
で
、
多
く
の
課

題
を
一
つ
一
つ
乗

り
越
え
て
実
現
し

た
。
そ
れ
ら
の
課

題
を
行
政
の
力
だ

け
で
乗
り
越
え
る

の
は
難
し
く
、
必

ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
行
政
と
共
に
活
躍
す
る
民
間
企
業

の
存
在
が
あ
っ
た
。
公
民
連
携
は
、
こ
れ
か
ら
の
西
条
市

の
学
校
教
育
を
維
持
発
展
さ
せ
る
上
で
欠
か
せ
な
い
手
段

と
な
っ
て
い
る
。

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

　
近
年
、
西
条
市
に
お
い
て
も
急
速
な
高
齢
化
の
進
展
が

見
ら
れ
る
中
、
地
域
社
会
の
高
齢
化
に
伴
う
さ
ま
ざ
ま
な

社
会
的
課
題
が
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
課
題
を
解
決
し
、
高
齢
者
一
人
ひ
と
り
が
健
康
で

安
心
し
て
西
条
市
に
住
み
続
け
ら
れ
る
環
境
を
構
築
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
諸
事
情
か
ら
西
条
市
を
離
れ

て
生
活
し
て
い
る
高
齢
者
の
家
族
の
不
安
も
解
消
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
異
な
る
視
点
か
ら
の
課
題
を

同
時
に
解
決
す
る
仕
組
み
と
し
て
市
が
注
目
し
た
の
が
、

写真1　「西条市モデル」と称されるバーチャルクラスルー
ム（出典：西条市）
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情
報
通
信
技
術
（
I
C
T
）
と
人
工
知
能
（
A
I
）
の
活

用
で
あ
る
。

　
西
条
市
で
は
、
高
齢
者
の
生
活
の
活
性
化
と
健
康
寿
命

延
伸
の
観
点
か
ら
、
日
本
電
気
株
式
会
社
（
N
E
C
）
と

の
連
携
の
下
、
2
0
1
8
年
7
月
か
ら
9
月
ま
で
の
3
カ

月
間
、
A
I
ロ
ボ
ッ
ト
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
の
実
証
実
験
を

行
っ
た
（
写
真
2
）。
本
事
業
は
、
高
齢
者
の
自
宅
に
音

声
認
識
A
I
を
内
蔵
し
た
親
し
み
や
す
い
形
状
の
見
守
り

ロ
ボ
ッ
ト
を
設
置
し
、
S
N
S
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
交
流

サ
イ
ト
）
を
通
じ
て
市
外
に
在
住
す
る
家
族
と
写
真
や
メ

ッ
セ
ー
ジ
な
ど
の
情
報
を
や
り
と
り
す
る
仕
組
み
を
導
入

す
る
こ
と
で
、
ス
ト
レ
ス
を
与
え
る
こ
と
な
く
緩
や
か
に

高
齢
者
を
見
守
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
実
証
実
験
の
事
後
調
査
の
結
果
、
参
加
し
た
高
齢
者
の

90
%
が
家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
良
く
な
っ
た

と
評
価
し
、
参
加
し
た
家
族
の
92
%
が
高
齢
者
の
見
守
り

に
役
立
つ
と
回
答

す
る
な
ど
、
総
じ

て
前
向
き
な
結
果

を
得
る
こ
と
が
で

き
た
。
実
証
実
験

が
終
了
し
た
後
に

お
い
て
も
、
実
に

10
組
中
6
組
の
家

族
が
有
料
で
サ
ー

ビ
ス
を
継
続
す
る

結
果
と
な
っ
た
。

　
現
在
は
実
証
実

験
を
終
了
し
て
い
る
が
、
将
来
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
全
国
展

開
に
向
け
、
民
間
企
業
側
で
よ
り
一
層
機
能
を
向
上
さ
せ

る
た
め
の
開
発
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
自
治
体
が
抱
え
る

課
題
を
解
決
す
る
だ
け
で
な
く
、
程
よ
く
民
間
企
業
の
ビ

ジ
ネ
ス
が
成
立
す
る
こ
と
で
企
業
が
参
入
す
る
メ
リ
ッ
ト

が
生
じ
、
さ
ら
な
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
繋
が
る
好

循
環
が
生
じ
て
く
る
も
の
と
想
定
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
西
条
市
で
は
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
エ
ー
ザ
イ
株
式
会
社
と

の
連
携
の
下
、
2
0
1
8
年
度
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活

用
し
た
緩
や
か
な
高
齢
者
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
の
実
証
実
験

を
行
っ
て
い
る
。

　
本
事
業
は
、
認
知
症
高
齢
者
の
安
全
と
家
族
の
安
心
を

確
保
し
、
高
齢
者
を
地
域
全
体
で
見
守
る
仕
組
み
を
構
築

し
て
い
る
。
地
域
住
民
が
所
有
す
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に

見
守
り
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
、
小
型
タ
グ
を
有
し

た
高
齢
者
が
接
近
す
る
と
、
そ
の
タ
グ
と
ペ
ア
リ
ン
グ
さ

れ
て
い
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
つ
家
族
に
位
置
情
報
が

通
知
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　
2
0
1
8
年
度
に
は
地
域
限
定
で
高
齢
者
捜
索
模
擬

訓
練
を
実
施
し
て
良
好
な
結
果
が
得
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

2
0
1
9
年
度
に
は
市
内
全
域
に
エ
リ
ア
を
拡
大
し
て
取

り
組
む
予
定
で
あ
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
導
入
を
き
っ
か
け

に
、
2
0
1
9
年
3
月
に
エ
ー
ザ
イ
株
式
会
社
と
「
認
知

症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
連
携
協

定
」
を
締
結
し
、
認
知
症
予
防
や
啓
発
に
向
け
た
取
り
組

み
を
推
進
す
る
。

　
現
在
、
西
条
市
が
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
事
業
は
全

国
的
に
も
実
証
事
例
が
少
な
く
、
実
証
実
験
無
く
し
て
本

格
導
入
す
る
に
は
リ
ス
ク
が
生
じ
る
。
そ
の
た
め
、
本
格

導
入
の
可
能
性
を
探
る
た
め
に
は
実
証
実
験
が
必
要
で
あ

り
、
そ
こ
に
は
利
益
を
差
し
置
い
た
民
間
企
業
側
の
積
極

的
協
力
が
必
要
不
可
欠
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
実
証
段
階
の

取
り
組
み
が
、
今
後
、
地
域
の
抱
え
る
深
刻
な
課
題
を
解

決
す
る
仕
組
み
と
し
て
定
着
す
る
か
ど
う
か
は
未
知
数
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
公
と
民
が
連
携
し
て
ま
い
た

種
の
中
か
ら
、
本
格
的
に
地
域
課
題
の
解
決
に
資
す
る
事

業
が
出
て
く
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

�「
移
住
×
地
域
資
源
×
起
業
家
」に
よ
る

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築

　
こ
こ
ま
で
主
に
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
す
る
事
業
を
紹

介
し
た
。
だ
が
、
公
民
連
携
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

と
ど
ま
ら
ず
、
人
口
減
少
な
ど
の
課
題
を
乗
り
越
え
て
地

域
活
性
化
を
実
現
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
す
る

手
段
に
な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

　
西
条
市
で
は
、
多
く
の
移
住
希
望
者
に
「
西
条
と
い
う

選
択
」
を
行
う
こ
と
を
意
図
し
て
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
活

用
な
ど
独
自
性
の
高
い
移
住
施
策
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
2
0
1
7
年
度
に
49
人
で
あ
っ
た
愛
媛
県
外
か

ら
西
条
市
へ
の
移
住
者
は
、
2
0
1
8
年
度
に
は
1
5
2

人
ま
で
大
き
く
増
加
し
て
い
る
。

　
そ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。
民

間
企
業
が
公
表
す
る
「
2
0
1
9
年
版
　
住
み
た
い
田
舎

ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
」
に
お
い
て
、
全
国
第
12
位
、
部
門

別
で
は
「
若
者
世
代
が
住
み
た
い
田
舎
部
門
」「
自
然
の

恵
み
部
門
」
の
2
部
門
で
全
国
第
5
位
、
エ
リ
ア
別
に
は

写真2　見守りロボットを通じて高齢者も家族も
笑顔で繋がる（出典：西条市）
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5
部
門
全
て
で
四
国
第
1
位
と
な
る
な
ど
多
々
あ
る
。

　
そ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
中
で
も
特
徴
的
な
の
が
、
民
間

企
業
と
連
携
し
て
地
域
資
源
を
活い

か
し
た
起
業
家
を
誘

致
・
育
成
す
る
「
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
誘
致
・
育
成
事

業
」
で
あ
る
。
本
事
業
は
、
東
京
に
本
社
を
有
す
る
企
業

と
連
携
し
て
西
条
市
内
に
起
業
家
と
地
域
が
繋
が
り
合

う
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「N

ext Com
m
ons Lab

西
条
」

を
設
立
し
、
七
つ
の
分
野
で
10
人
の
起
業
家
を
募
集
し
、

独
立
を
支
援
し
て
い
る
（
写
真
3
）。
起
業
家
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
3
人
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
も
移
住
者
で
あ
る
。

　
本
事
業
は
、
全
国
各
地
で
実
績
が
積
ま
れ
て
い
る
総
務

省
の
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
」
を
活
用
し
て
い
る
。

民
間
企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、
最
長
3
年
間
と
な
っ

て
い
る
事
業
期
間
が
終
了
し
た
後
、
地
域
で
自
立
し
て
定

住
す
る
道
を
整
え
よ
う
と
し
て
い
る
点
は
、
企
業
誘
致
政

策
か
ら
内
発
型
産
業
政
策
へ
の
転
換
を
経
験
し
、
企
業
者

支
援
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
て
き
た
西
条
市
な
ら
で
は
の

取
り
組
み
で
あ
る
。

　
起
業
家
た
ち
の
取
り
組
み
は
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
で

あ
る
が
、
西
条
市
に
お
け
る
公
民
連
携
の
新
た
な
形
と
し

て
花
開
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

観
光
地
域
づ
く
り
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築

　
最
後
に
、
西
日
本
最
高
峰
の
石
鎚
山
を
活
か
し
た
公
民

連
携
に
よ
る
観
光
地
域
づ
く
り
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築

の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。
石
鎚
山
系
お
よ
び
そ
の
周
辺

地
域
に
は
、
多
く
の
観
光
資
源
が
存
在
し
て
い
る
。
西
条

市
は
、
こ
れ
ま
で
市
単
独
で
観
光
P
R
を
行
っ
て
き
た
。

そ
し
て
近
年
の
地
方
都
市
に
お
け
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要

の
高
ま
り
な
ど
を

背
景
に
、
幅
広
い

自
治
体
や
民
間
企

業
と
連
携
す
る
こ

と
で
、
本
格
的
な

観
光
地
域
づ
く
り

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
構
築
す
る
取

り
組
み
を
開
始
し

て
い
る
。

　
そ
の
核
と
な
る

の
が
、
2
0
1
8

年
11
月
に
設
立
し
た
地
域
観
光
サ
ー
ビ
ス
統
括
会
社
「
株

式
会
社
ソ
ラ
ヤ
マ
い
し
づ
ち
」
で
あ
る
。
ソ
ラ
ヤ
マ
い
し

づ
ち
に
は
、
西
条
市
を
は
じ
め
石
鎚
山
系
の
地
域
資
源
が

分
布
す
る
愛
媛
県
久
万
高
原
町
、
高
知
県
い
の
町
、
大
川

村
の
1
市
2
町
1
村
を
中
心
に
、
両
県
の
地
方
銀
行
や
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
な
ど
の
複
数
社
が
経
営
参
画
し
て
い
る
。
ま

た
、
大
手
旅
行
代
理
店
や
大
手
広
告
代
理
店
が
社
員
の
派

遣
や
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
を
行
う
な
ど
、
総
力
戦
で
い

し
づ
ち
エ
リ
ア
の
地
域
活
性
化
を
図
る
体
制
を
築
い
て
い

る
。

　
さ
ら
に
、
2
0
1
7
年
9
月
に
西
条
市
と
「
ア
ウ
ト
ド

ア
活
動
等
の
促
進
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
に
向
け
た
包
括

連
携
協
定
」
を
締
結
し
た
国
内
有
数
の
ア
ウ
ト
ド
ア
メ
ー

カ
ー
で
あ
る
株
式
会
社
モ
ン
ベ
ル
は
、
西
条
市
の
ア
ウ
ト

ド
ア
活
動
促
進
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
示
す
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
作
成
し
た
。
2
0
1
9
年
7
月
に

「
西
条
市
ア
ウ
ト
ド
ア
オ
ア
シ
ス
石
鎚
」
を
オ
ー
プ
ン
し
、

同
社
が
指
定
管
理
者
と
し
て
参
入
す
る
こ
と
で
、
西
条
市

に
専
門
性
の
高
い
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動
拠
点
が
誕
生
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
ま
だ
ま
だ
始
ま
っ

た
ば
か
り
で
あ
り
、
将
来
的
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築

に
向
け
、
今
後
も
効
果
的
な
公
民
連
携
の
在
り
方
を
模
索

し
て
い
る
最
中
で
あ
る
。

4
．今
後
の
展
開
に
向
け
て

　
西
条
市
に
お
け
る
公
民
連
携
は
、
少
し
ず
つ
幅
が
広
が

り
つ
つ
あ
る
。
地
方
都
市
が
直
面
す
る
未
来
を
想
像
す
る

と
、
人
口
急
減
に
よ
る
地
域
社
会
の
弱
体
化
、
高
齢
者
数

の
増
加
に
よ
る
介
護
需
要
の
上
昇
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
、

働
き
手
不
足
、
財
源
不
足
な
ど
の
諸
課
題
が
自
治
体
経
営

基
盤
を
揺
る
が
し
、
最
悪
の
場
合
は
経
営
そ
の
も
の
が
行

き
詰
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
公
民
連
携
は
、
地
域
発
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す

た
め
の
手
法
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
ら
を
単
な

る
「
連
携
」
と
い
う
言
葉
で
片
付
け
る
こ
と
は
難
し
く
、

も
は
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
は
自
治
体
が
提
供
す
る
と
い
う
従

来
の
考
え
方
自
体
を
改
め
る
必
要
が
あ
る
と
言
え
る
。
こ

れ
か
ら
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
誰
な

の
か
と
い
う
点
よ
り
も
、
持
続
的
か
つ
安
定
的
に
提
供
さ

れ
続
け
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
と
い
う
点
に
拘こ

だ
わる

べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
西
条
市
で
も
未
来
に
向
け
て
課
題
が
山
積
し
て
い
る
が
、

自
治
体
職
員
を
中
心
に
公
民
連
携
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
高
め
な

が
ら
、
次
な
る
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
い
る
。

写真3　西条市で起業を目指すNext 
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